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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
先
導
す
る
社
会
起
業
家
た
ち

j頼

名

浩

は
じ
め
に

社
会
問
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
用
い
て
解
決
す
る
社
会
起
業
家
の
存
在
が
最
近
注
目
さ
れ
る
。
日
本
で
、

N
P
O
法
(
非
営
利
活

動
促
進
法
)
が
生
ま
れ
て
一
一
年
の
年
月
を
経
て
い
る
が
、
民
間
サ
イ
ド
で
も
、
行
政
サ
イ
ド
で
も
、
非
営
利
セ
ク
タ
ー
の
活
動
を
積

極
的
に
評
価
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
N
P
O
は
起
業
段
階
で
多
額
の
資
金
調
達
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

こ
の
た
め
N
P
O
が
出
資
者
に
加
わ
り
、
株
式
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
起
業
段
階
で
多
額
の
資
金
調
達
を
行
う
ケ

l
ス
が
出

て
き
て
い
る
。
新
し
い
組
織
を
先
導
す
る
社
会
起
業
家
は
、
現
行
の

N
P
O
法
に
限
界
を
感
じ
、
新
し
い
種
類
の
組
織
を
求
め
て
い
る
。

英
国
で
は
一
九
七

0
年
代
か
ら
始
ま
る
社
会
的
企
業
の
歴
史
を
経
て
二

O
O
五
年
、
出
資
機
能
を
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
利
益
会
社

(
C
I
C
)
が
立
法
化
さ
れ
て
い
る
。
「
誰
を
、
ど
の
よ
う
に
助
け
」
、
「
利
益
を
ど
の
よ
う
に
処
分
」
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
資
産

処
分
を
す
る
場
合
、
相
手
先
を
制
約
さ
れ
る
(
ア
セ
ッ
ト
・
ロ
ッ
ク
)
が
、
社
会
起
業
家
は
従
来
よ
り
容
易
に
社
会
目
的
を
果
た
す
会

社
を
設
立
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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米
国
は
、
世
界
で
最
も
多
く
の
社
会
起
業
家
を
輩
出
し
て
い
る
が
、
新
し
い
傾
向
と
し
て
従
来
、
大
企
業
の
経
営
テ
l
マ
と
さ
れ
て

74 

き
た
「
企
業
の
社
会
的
責
任

(
C
S
R
)
」
に
つ
い
て
中
小
企
業
の
経
営
者
の
間
で
も
活
発
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
自
分
た
ち
の
経
営
す
る
営
利
組
織
を
ソ

l
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
変
え
る
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば
い

い
の
か
自
己
診
断
で
き
る
テ
ス
ト
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
第
一
章
で
は
、
日
本
と
英
国
の
最
近
一
八
年
間
の
中
小
企
業
数
の
推
移
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
企
業
の
動
き
か
ら
社
会
起
業

家
が
求
め
ら
れ
る
背
景
を
考
察
し
た
。

第
二
章
で
は
、

日
本
と
米
国
と
英
国
の
社
会
起
業
家
た
ち
の
価
値
観
を
比
較
し
、
価
値
観
の
違
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
社
会
基
盤

と
結
び
つ
い
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
。

日
本
と
英
国
の
社
会
的
企
業
が
起
業
型
組
織
へ
変
身
す
る
た
め
の
経
営
努
力
に
つ
い
て
ケ

i
ス
ス
タ
デ
ィ
し
た
。

第
四
章
で
は
、
本
大
学
が
立
地
す
る
埼
玉
県
で
社
会
起
業
家
を
育
成
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
若
干
考
察
し
た
。

第
三
章
で
は
、

社
会
起
業
家
が
求
め
ら
れ
る
背
景

日
本
の
現
状

日
本
の
中
小
企
業
数
は
、
最
近
一
八
年
間
(
一
九
八
六

i
二
O
O
四
年
)

で
五
三

O
万
社
か
ら
四
三

O
万
社
へ
と
約
一

O
O
万
社
減

少
し
て
い
る
。
率
に
し
て
約
二
割
の
減
少
で
あ
る
。
そ
の
間
新
規
に
起
業
さ
れ
た
企
業
数
よ
り
も
倒
産
な
ど
事
業
廃
止
に
追
い
込
ま
れ

た
企
業
の
数
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
中
で
も
小
売
業
、
製
造
業
は
約
四
割
の
減
少
で
あ
り
、
全
体
の
二
倍
の

ペ
ー
ス
で
雇
用
の
場
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
間
の
地
域
政
策
の
推
移
を
見
る
と
、

一
九
八
七
年
、
中
曽
根
内
閣
の
も
と
、



多
極
分
散
型
の
国
土
の
構
築
が
目
指
さ
れ
、
定
住
と
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
た
。
し
か
し
バ
ブ
ル
経
済
の
出
現
、

壊
、
失
わ
れ
た
一

O
年
と
続
く
中
、
急
速
な
中
小
企
業
の
衰
退
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
崩

一
九
九
八
年
橋
本
内
閣
の
も
と
打
ち
出
さ

れ
た
地
域
政
策
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
国
が
地
域
づ
く
り
の
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
の
で
は
な
く
、
市
町
村
が
地
域
づ
く
り
の
主
体
に
な

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
に
作
成
さ
れ
た
「
幻
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
地
域
の
「
自
立
」
促
進
と

誇
り
の
持
て
る
地
域
の
「
創
造
」
が
謡
わ
れ
、
「
参
加
と
連
携
」
が
重
視
さ
れ
た
。
し
か
し
同
じ
年
に
成
立
し
た
「
中
心
市
街
地
活
性
化

法
」
を
見
る
と
、
地
域
守
つ
く
り
に
参
加
す
る
主
体
は
、
あ
く
ま
で
自
治
体
で
あ
り
、
個
別
の
企
業
、
住
民
個
人
の
「
参
加
」
で
は
な
か
っ

た
全
国
約
七

O
O
の
地
域
で
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
が
作
ら
れ
、
ま
ち
づ
く
り
組
織
も
約
四

O
O
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
ま
ち
づ
く

り
組
織
の
七
割
を
占
め
る
商
工
会
の
決
算
数
字
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
決
算
数
字
を
公
表
し
て
い
る
の
は
、
残
り
三
割
の
「
ま
ち
づ

コミュニティを先導する社会起業家たち

く
り
会
社

(
T
M
O
)
」
で
あ
る
。
確
か
に
そ
の
う
ち
半
分
の
会
社
は
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
事
業
内
容
は
、
物
品
販

売
、
駐
車
場
の
賃
貸
・
管
理
、
庖
舗
等
の
賃
貸
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
「
商
業
再
生
事
業
」
に
限
ら
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
英
国
の
社
会

的
企
業
が
行
っ
て
い
る
よ
う
な
雇
用
斡
旋
、
職
業
訓
練
な
ど
「
社
会
的
事
業
」
は
一
切
行
っ
て
い
な
い
。
商
業
再
生
事
業
に
つ
い
て
も
、

会
計
検
査
院
の
政
策
評
価
に
よ
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
地
区
内
の
人
口
だ
け
は
、
事
業
実
施
後
、
減
少
幅
が
縮
小
し
て
い
る
が
、

事
業
所
の
数
、

小
売
販
売
額
で
は
効
果
が
あ
っ
た
と
は
認
め
難
い
と
し
て
い
る
。

二
O
O
一
年
以
降
小
泉
内
閣
の
も
と
実
施
さ
れ
た
構
造
改
革
で
は
、
教
育
、
農
業
分
野
で
目
新
し
い
動
き
も
あ
っ
た
が
、
地
域
政
策

に
つ
い
て
は
見
る
べ
き
成
果
を
上
げ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
都
市
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
た
「
幼
稚
園
と
保
育
所
の
二
克
化
」
問
題

も
、
現
場
の
反
対
に
あ
い
ほ
と
ん
ど
進
展
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
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2 

英
国
の
現
状
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一
方
、
か
つ
て
は
「
英
国
病
」
と
言
わ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
中
小
企
業
数
は
、
こ
の
一
八
年
間
(
一
九
八

O
年
1
一
九
九
八
年
)

代
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

で
二
四

O
万
か
ら
三
七

O
万
社
へ
と
約
二
二

O
万
社
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
増
加
は
、
サ
ッ
チ
ャ

i
首
相
が
政
権
に
い
た
一
九
八
O
年

そ
の
後
は
横
ば
い
で
あ
る
。
そ
の
問
で
注
目
さ
れ
る
出
来
事
は
、
社
会
的
企
業
の
展
開
と
コ
ミ
ユ
ニ

テ
ィ
経
済
開
発
で
あ
る
。

社
会
的
企
業
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
(
一
九
七
三
年
)
後
の
不
況
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
崩
壊
に
さ
ら
さ
れ
た
ウ
エ
ス

タ
ン
・
ア
イ
ル
ズ
(
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
沖
の
離
島
)

で
始
ま
り
、

そ
の
後
他
の
地
域
に
拡
が
っ
た
「
多
機
能
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
同
組

合
」
で
あ
る
。
地
域
住
民
が
ま
ず
一
ポ
ン
ド
を
出
資
し
、

そ
の
出
資
総
額
と
同
額
を
地
元
自
治
体
が
出
資
し
て
組
合
が
設
立
さ
れ
て
い

る
。
消
費
者
協
同
組
合
と
同
じ
「
協
同
組
合
」
と
い
う
名
前
は
つ
い
て
い
る
が
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
」
を
目
的
と
し
て
事
業
活
動

後
協
同
組
合
組
織
よ
り
設
立
し
や
す
い
組
織
形
態
が
求
め
ら
れ
、
有
限
責
任
保
証
会
社
、

い
ず
れ
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
的
と
す
る
「
社
会
的
企
業
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

す
る
の
で
あ
り
、
消
費
者
の
利
益
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
消
費
者
協
同
組
合
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
機
能
を
帯
び
て
い
た
。
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
利
益
会
社

(
C
I
C
)
が
立

法
さ
れ
て
き
た
が
、

ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
済
開
発
の
政
策

(
C
E
D
)
に
つ
い
て
は
、
サ
ッ
チ
ャ

l
政
権
の
新
自
由
主
義
政
策
の
恩
恵
に
与
れ
な
か
っ

た
人
々
が
ロ
ン
ド
ン
近
郊
で
起
こ
し
た
暴
動
発
生
に
見
る
よ
う
に
、
社
会
的
に
締
め
出
さ
れ
た
特
定
の
集
団
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
)
が
拡

が
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
政
策
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
八

0
年
代
の
中
央
政
府
の
地
域
政
策
が
、

も
っ
ぱ
ら
企
業

経
営
者
に
対
す
る
経
営
支
援
に
重
点
が
置
か
れ
、
雇
用
確
保
、
技
能
訓
練
は
手
薄
だ
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
束
が
強
ま
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
ま
れ
ば
地
域
経
済
の
見
通
し
を
著
し
く
改
善
で
き
る
」
と
い
う
新
し
い
考
え
方

(
社
会
資
本
の
理
論
)
が
後
押
し
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。



以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
雇
用
の
受
け
皿
で
あ
る
中
小
企
業
の
数
が
急
速
に
減
少
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
経
営
も

停
滞
し
て
お
り
、
経
営
力
の
あ
る
本
格
的
な
社
会
起
業
家
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

の
数
が
急
増
、
そ
の
後
も
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。

一
方
英
国
で
は
一
九
八

0
年
代
中
小
企
業

一
九
七

0
年
代
に
始
ま
る
社
会
的
企
業
、

一
九
八

0
年
代
の
サ
ッ
チ
ャ

l
政
権
に
よ

る
新
自
由
主
義
政
策
、

一
九
九
0
年
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
の
い
ず
れ
の
政
策
も
一
般
市
民
の
起
業
を
促
し
て
い
る
と
い
え
る
。

価
値
観
を
先
導
し
、
根
づ
か
せ
る
社
会
起
業
家
た
ち

日
本
の
社
会
起
業
家
が
先
導
す
る
価
値
観

コミュニティを先導する社会起業家たち

(
1
)
社
会
の
不
合
理
を
正
す
(
組
織
名
H
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
、
組
織
の
種
類
H
N
P
O
、
設
立
年
H
二
O
O
四
年
。
以
下
、
組
織
名
/

組
織
の
種
類
/
設
立
年
の
順
で
表
記
)

病
児
保
育
の
普
及
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
創
業
さ
れ
た
。
当
時
、
病
児
保
育
を
行
う
保
育
所
は
、
全
国
三

O
O箇
所
程
度

(
保
育
所
は
全
国
に
約
五
万
箇
所
)
し
か
な
い
た
め
、
地
域
に
お
い
て
子
育
て
を
終
え
、
子
育
て
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

た
母
親
を
保
育
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
で
「
脱
施
設
(
自
宅
預
か
り
保
育
)
」
を
図
り
、
ま
た
「
月
会
費
制
(
利
用

者
の
共
済
型
モ
デ
ル
)
」
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
費
削
減
と
収
入
の
安
定
化
を
図
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
。
サ
ー
ビ
ス
開

始
当
初
は
東
京
の
江
東
区
と
品
川
区
に
限
ら
れ
て
い
た
事
業
範
囲
が
、
高
い
ニ

i
ズ
を
受
け
現
在
都
内
二
三
区
に
ま
で
対
象
範

囲
を
拡
大
。

(
2
)
 
「
食
の
不
均
衡
」
を
解
決
す
る
(
吋
〉
切
戸
開

司
君。
E
8
5色。ロ己
/
N
P
O
/
二
O
O
七
年
)

司。H
N

先
進
国
の
参
加
者
と
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
が
時
間
と
空
間
を
超
え
て
一
つ
の
食
卓
を
囲
み
、
食
事
を
分
か
ち
合
う
新
し
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い
仕
組
み
を
つ
く
る
。

78 

(
3
)
他
者
を
支
え
る

① 

途
上
国
発
の
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
(
マ
ザ
l
ハ
ウ
ス
/
株
式
会
社
/
二

O
O
七
年
)

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
収
穫
さ
れ
た
ジ
ュ
ー
ト
を
原
料
と
し
て
現
地
で
バ
ッ
グ
を
製
造
し
、
先
進
国
で
販
売
。

② 

児
童
買
春
根
絶
(
か
も
の
は
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
/
N
P
O
/
二
O
O
二
年
)

I
T
事
業
な
ど
か
ら
の
収
益
で
ア
ジ
ア
で
の
児
童
買
春
の
根
絶
運
動
を
展
開
。

③ 

多
く
の
道
化
師
(
ク
ラ
ウ
ン
)
を
育
成
し
、
病
院
患
者
に
笑
顔
を
届
け
る

(
日
本
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ン
協
会
/
N
P
O

/
二

O
O
四
年
)

道
化
師
を
演
じ
て
相
手
を
笑
わ
せ
、
主
役
に
立
た
せ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
し
て
入
院
で
不
安
い
っ
ぱ
い
の
子

ど
も
を
慰
め
る
。
別
途
収
益
確
保
。

④ 

高
校
生
・
大
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
育
成
(
カ
タ
リ
パ
/
N
P
O
/
二
0
0
一
年
)

教
育
委
員
会
の
委
託
や
、
公
立
学
校
な
ど
の
依
頼
を
受
け
て
、
「
総
合
学
習
」
な
ど
の
授
業
を
使
っ
て
、
大
学
生
が
高
校
を
訪

問
し
、
若
者
同
士
で
自
分
の
考
え
や
将
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
企
画
を
運
営
。

(
4
)
環
境
・
資
源
・
地
域
・
生
活
向
上

① 

新
し
い
エ
コ
社
会
の
実
現
(
音
力
発
電
/
株
式
会
社
/
二

O
O
六
年
)

ス
ピ
ー
カ
ー
の
原
理
を
逆
さ
ま
に
辿
り
、
「
音
」
や
「
振
動
」
で
電
気
を
起
こ
す
。
乗
降
客
の
多
い
駅
の
改
札
口
で
実
験
済
み
。

② 

資
源
の
循
環
型
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
持
続
可
能
社
会
を
実
現
す
る
(
ア
ミ
タ
/
株
式
会
社
/
一
九
七
七
年
)

森
林
に
牛
を
放
っ
と
、
木
に
巻
き
つ
く
葛
の
葉
を
食
べ
、
土
を
耕
し
て
く
れ
る
。

ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
る
午
か
ら
質
の



コミュニティを先導する社会起業家たち

高
い
午
乳
を
生
産
。
木
が
育
つ
ま
で
の
こ

0
年
問
、
乳
製
品
で
収
益
を
上
げ
、
林
業
と
の
複
合
経
営
が
可
能
。

③ 

地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
の
自
主
財
源
創
出
(
ジ
ャ
パ
ン
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
/
株
式
会
社
/
二

O
O
五
年
)

街
の
景
観
に
配
慮
し
た
屋
外
広
告
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
出
し
、

そ
の
広
告
収
入
で
地
域
活
性
化
の
た
め
の
調
査
費
、
冊
子
制
作

費
な
ど
を
賄
う
。

④ 

「
笑
っ
て
い
る
父
親
」
を
増
や
す
(
フ
ァ
ザ

l
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
/
N
P
O
/
二
O
O
七
年
)

子
ど
も
は
笑
い
方
を
家
庭
で
学
ぶ
。
と
こ
ろ
が
、
父
親
が
仕
事
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
疲
れ
て
い
る
の
で
家
庭
に
笑
い
が
な
い
。

父
親
を
笑
顔
に
と
い
う
運
動
。

2 

米
国
の
社
会
起
業
家
が
先
導
す
る
価
値
観

(
1
)
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
野
外
の
遊
び
場
を
造
る

(
組
織
名
H
カ
ブ

i
ム
、
組
織
の
種
類
H
N
P
O
、
設

立
年
日
一
九
九
五
年
)

ダ
レ
ル
・
ハ
モ
ン
ド
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
親
た
ち
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
空
き
地
を
見
つ
け
、

一
億
二
三

O
O
万
ド

ル
の
資
金
を
集
め
、
二

O
O
八
年
ま
で
に
全
米
で
一
五

O
O箇
所
以
上
の
拠
点
に
子
ど
も
の
野
外
の
遊
び
場
を
創
っ
た
。
遊
び

場
造
り
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
与
え
た
効
果
を
測
定
し
た
ノ

l
ス
ウ
エ
ス
タ
ン
大
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

④③②①  

人
々
の
つ
な
が
り
を
強
め
た
(
成
功
し
た
比
率

九
一
%
)

懐
疑
心
を
減
ら
し
信
頼
感
を
増
し
た
(
同

八
八
%
)

ほ
か
の
問
題
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
が
積
極
化
し
た
(
同

五
六
%
)

明
瞭
性
と
信
用
性
を
粛
し
た
(
同

七
O
%
)

79 



⑤ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
投
資
が
価
値
あ
る
こ
と
を
示
し
た
(
同

四
八
%
)

80 

で
あ
っ
た
。

(
2
)
 
小
さ
な
銀
行
で
も
大
き
い
こ
と
が
で
き
る
(
同
日
シ
ョ
ア
バ
ン
ク
、
業
種
H
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ン
ク
、
同
H

一
九
六
六
年
)

困
窮
し
た
地
域
に
焦
点
を
当
て
、

そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
、
地
域
内
の
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
や
ソ
l
シ
ャ
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
あ

る
団
体
へ
の
融
資
に
力
を
注
い
だ
。
そ
こ
に
社
会
が
よ
り
よ
い
方
向
に
向
か
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
活
性
化
し
て
い
く
と
い
う
新

た
な
ソ
l
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
の
機
会
を
得
た
。

(
3
)
子
ど
も
た
ち
が
社
会
を
経
験
す
る
の
を
手
伝
う
(
ワ
イ
ル
ド
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
・
ト
イ
ズ
/
お
も
ち
ゃ
の
企
画
販
売
/
一
九
九
三

年
)子

ど
も
発
明
家
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
毎
年
一
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
一

O
O
人
を
選
出
。
選
ば
れ
た
子
ど
も

た
ち
は
二
一
ヶ
月
専
門
家
と
し
て
活
動
で
き
る
。

(
4
)
地
域
社
会
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
支
え
る
(
ギ
ブ
・
サ
ム
シ
ン
グ
・
パ
ッ
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
/
オ
フ
ィ
ス
用
品
販
売
/
一

九
九
一
年
)

オ
フ
ィ
ス
用
品
の
購
入
を
決
定
す
る
人
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
好
ま
し
い
影
響
を
与
え
る
企
業
か
ら
選
ぶ
。
選
ば
れ
た
企
業

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
寄
付
額
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
売
上
比
率
に
応
じ
て
決
め
る
。

(
5
)
地
球
に
や
さ
し
い
究
極
の

T
シ
ャ
ツ
を
作
る

(
T
S
デ
ザ
イ
ン
ズ
/
T
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
/
一
九
七
七
年
)

国
産
の
原
料
、
オ
l
ガ
ニ
ッ
ク
・
コ
ッ
ト
ン
を
用
い
た
材
料
を
使
い
、
有
害
な
化
学
物
質
を
使
わ
ず
、
環
境
へ
の
影
響
が
少

な
い
染
料
を
使
っ
て
印
刷
。

(
6
)
行
動
の
ひ
と
か
け
ら
を
分
か
ち
合
う
(
マ
ル
・
ワ

I
ウ
ィ
ッ
ク
&
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
/
非
営
利
団
体
の
資
金
集
め
支
援
/
一
九
七



九
年
)

四
半
期
ご
と
に
税
引
き
前
利
益
の
三
五
%
を
従
業
員
用
利
益
分
配
基
金
に
回
す
。

利
益
分
配
制
度
を
導
入
し
た
直
後
か
ら
会
社
の
業
績
は
飛
躍
的
に
向
上
し
始
め
、
導
入
後
五
年
間
の
利
益
は
過
去
二

O
年
の

利
益
を
上
回
っ
た
。

(
7
)
す
べ
て
は
喜
び
に
満
ち
た
企
業
文
化
か
ら
(
ア
イ
リ

i
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
l

/
婦
人
服
の
デ
ザ
イ
ン
・
製
造
販
売
/
一
九
八
四

年
)

コミュニティを先導する社会起業家たち

個
人
の
成
長
と
幸
福
、
仕
事
と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
喜
び
に
満
ち
た
雰
囲
気
作
り
、
そ
し
て
社
会
意
識
を

重
視
。
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
良
し
と
せ
ず
、
何
事
も
協
力
し
て
行
う
と
い
う
企
業
文
化
を
持
つ
。

(
8
)
「
社
会
責
任
消
費
」
の
輪
を
広
げ
る
(
ピ

l
ス
キ
l
パ
l
・
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
/
化
粧
品
製
造
販
売
/
二

O
O
二
年
)

何
不
自
由
な
く
モ
ノ
を
買
え
る
女
性
が
、
購
買
活
動
を
通
じ
て
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
撲
滅
を
め
ざ
す
活
動
や
口
紅
さ
へ
買

え
な
い
女
性
た
ち
の
生
活
向
上
を
め
ざ
す
団
体
に
税
引
後
利
益
の
す
べ
て
を
寄
付
。
そ
の
よ
う
な
当
社
の
行
動
に
共
感
し
た
広

告
会
社
、
百
貨
屈
な
ど
取
引
先
が
無
料
で
販
売
を
支
援
し
て
く
れ
る
。

(
9
)
顧
客
の
声
か
ら
生
ま
れ
る
ソ
l
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
(
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ズ
/
ペ
ッ
ト
用
品
・
日
用
品
の
企
画
販
売
/
一
九
九
O

年
顧
客
の
声
に
耳
を
傾
け
て
開
発
し
た
「
使
用
済
み
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
猫
の
爪
と
ぎ
パ
ッ
ド
」
は
、
猫
が
家
具
を
引
っ
か

、A
戸

sh

円、
A

O

，
刀
え
し

(
叩
)
パ
ン
を
焼
い
て
社
会
復
帰
の
機
会
を
与
え
る
(
グ
レ
イ
ス
ト
ン
・
ベ
ー
カ
リ
ー
/
パ
ン
食
品
製
造
/
一
九
八
二
年
)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
困
難
を
抱
え
た
人
が
、

ベ
ー
カ
リ
ー
で
与
え
ら
れ
た
機
会
を
生
か
し
て
、
生
活
を
立
て
直
す
こ
と
が
で
き
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英国トリオドス・バンクの取引先分類表

番号 大分類 小分類 企業数

環境 生態系の開発 11 

1. 
(48企業) 専門的サービス

廃棄物リサイクル・環境技術 13 
再生可能エネルギー 21 

食品・農業・小売 フェア・トレード 7 

2. 
(120企業) 有機栽培 67 

有機食品 33 
小売 3 

社会的・霊的分野 芸術・文化 15 

(スピリチュアル) コミュニティ・プロジェクト 33 
(189企業) 教育 27 

3. 健康 44 
住まい 35 

文化的生活 25 
専門的サービス 10 

スコットランド 環境 8 

4. (40企業) 食品・農業・小売 12 

社会的・霊的(スピリチュアル)分野 20 

合計 397 

表 1

た
。
福
祉
に
頼
っ
て
い
た
母
親
は
や
り
が
い
を
見
つ
け
、

82 

父
親
は
子
ど
も
を
養
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

3 

英
国
の
社
会
起
業
家
が
先
導
す
る
価
値
観

(
1
)
公
正
な
取
引
で
途
上
国
の
農
業
生
産
者
の
生
活

を
支
え
る

(
カ
フ
ェ
ダ
イ
レ
ク
ト
/
コ
ー
ヒ
ー

(出典)をiodosBank， Inspiring Change 2006107 

な
ど
飲
み
物
製
造
販
売
/
一
九
九
一
年
)

生
産
者
組
織
に
対
し
支
払
っ
た
金
額
は
売
り

上
げ
の
八
%
に
相
当
す
る
。
途
上
国
の
生
産
者

グ
ル
ー
プ
は
、
受
け
取
っ
た
資
金
を
農
民
へ
の

賃
金
支
払
、
学
校
や
医
療
機
関
、
健
康
保
険
な

ど
さ
ま
ざ
ま
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
。
フ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
回
し
て
い
る
。

p
p
p
 (司
円
。
己
ロ
わ
ゆ
H
1

H
V
R
E
R
ω
F
f
H
)円
。
喰
.
自
民
)
に
も
と
づ
き
、
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
世
界
的
に
農
業
生
産
物
の
価
格
変
動

の
激
し
い
中
、
生
産
者
と
長
期
間
の
関
係
を
築

く
こ
と
に
よ
り
、
二
六
万
人
の
生
産
者
と
そ
の

家
族
が
作
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
て
い
る
。



(
2
)
人
間
の
尊
厳
、
環
境
保
全
、
生
活
の
質
な
ど
社
会
的
価
値
観
を
重
視
す
る
(
英
国
ト
リ
オ
ド
ス
・
バ
ン
ク
)
分
野
別
取
引
企
業

数
は
、
表
1
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

4 

国
際
比
較
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

日
本
で
は
、
社
会
起
業
家
の
動
き
が
本
格
化
し
た
の
は
二

0
0
0年
以
降
で
あ
り
、
未
だ
萌
芽
段
階
で
あ
る
。
価
値
観
の
表
現
も
、

従
業
員
は
じ
め
利
害
関
係
者
の
人
生
に
意
義
を
感
じ
さ
せ
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
例
は
少
な
い
。
事
業
性
も
は
っ
き
り
し
な
い
も
の

も
あ
る
。
日
本
的
な
土
壌
に
根
ざ
し
た
価
値
観
で
先
導
す
る
よ
う
な
社
会
起
業
家
の
育
成
が
期
待
さ
れ
る
。

米
国
は
、
世
界
的
規
模
で
活
躍
す
る
多
く
の
社
会
起
業
家
を
輩
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
や
り
方
を
変
え
る
」
と

い
う
使
命
達
成
に
努
力
し
て
い
る
ソ

i
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
団
体
も
多
い
。

ソ
l
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
領
域
は
、

日
々
の
経
営
判

コミュニティを先導する社会起業家たち

断
に
善
意
の
価
値
観
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
中
小
企
業
の
数
が
増
え
る
に
従
い
多
様
化
し
て
い
る
。

英
国
で
は
、
社
会
起
業
家
は
、
第
三
の
経
済
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
「
社
会
経
済
」
の
領
域
で
活
動
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
た
と

え
ば
、
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
」
組
織
で
足
り
な
い
経
営
人
材
を
営
利
分
野
で
活
動
し
て
い
る
人
材
で
補
い
つ
つ
市
場
経
済
に
対
応
し
て
い
る
。

社
会
的
企
業
も
起
業
型
組
織
を
目
指
す

長
野
県
飯
田
市
の
お
ひ
さ
ま
グ
ル
ー
プ

(
1
)
 
沿
革

二
O
O
四
年
六
月
、
環
境
省
に
選
定
さ
れ
た
飯
田
市
の
事
業
を
担
う
民
間
企
業
と
し
て
、

N
P
O
法
人
「
南
信
州
お
ひ
さ
ま
進
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おひさまグループの資金調達方法の概要

ファンド名 おひさまファンド2009匿名組合

営業者 おひさまエネルギーファンド 3号株式会社

募集総額 7，520万円

表 2

募集区分 A号匿名組合契約 B号匿名組合契約

申込単位c1口金額) 10万円 50万円

募集口数 652口 20口

目標年間分配利回り 1.1% 2.5% 

分配順位 優先 劣後

契約期間 15年 5年

決算日から 3ヶ月以内

出資口数にかかわらず、 1契約につき

5，250円
できません

2009年6月25日から2009年9月15日(予定)

分配金支払日

申込手数料

中途解約

募集期間

歩
」
を
設
立
し
た
が
、
予
定
ど
お
り
の
寄
付
を
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

84 

行
き
詰
ま
っ
た
資
金
調
達
問
題
を
打
開
す
べ
く
、

N
P
O
を
母
体
に

「
お
ひ
さ
ま
進
歩
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
限
会
社
」
を
設
立
、
さ
ら
に
二

0
0

七
年
十
一
月
こ
の
有
限
会
社
を
株
式
会
社
に
改
組
す
る
こ
と
に
よ
り

資
金
力
の
強
化
に
成
功
し
た
。
二

O
O
五
年
五
月
、
「
南
信
州
お
ひ

さ
ま
フ
ァ
ン
ド
」
を
募
集
、
四
六

O
名
か
ら
満
額
の
二
億
一
五

O
万

円
の
出
資
を
受
け
る
。
三
八
箇
所
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
幼
稚
園
な
ど

の
施
設
に
畳
一

0
0
0枚
分
設
置
、
発
電
事
業
開
始
し
た
(
二

0
0

九
年
三
月
一
六

O
箇
所
以
上
)
。
二

O
O
七
年
六
月
、
「
南
信
州
お
ひ

さ
ま
フ
ァ
ン
ド
」

の
第
一
回
現
金
分
配
を
計
画
ど
お
り
実
施
。
二

O

O
九
年
四
月
、

N
E
D
O
と
経
済
産
業
省
よ
り
「
新
エ
ネ
百
選
」
に

選
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
急
速
な
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

(
2
)
 
資
金
調
達
方
法
は
概
要
表
2
の
と
お
り
で
あ
り
、
個
人
が
申
し
込

み
や
す
い
よ
う
に
五

O
万
円
、

一
O
万
円
の
二
種
類
に
小
口
化
し
て

い
る
。
投
資
家
は
元
金
の
返
済
を
保
証
さ
れ
て
い
な
い
。

(
3
)
返
済
財
源
と
し
て
は
、
飯
田
市
が
長
期
契
約
で
買
い
取
り
保
証
し
て

い
る
太
陽
光
発
電
な
ど
の
電
気
代
(
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
)
、
商
庖
街

の
個
別
商
業
者
に
対
し
電
気
代
の
削
減
策
を
提
案
、
成
功
す
れ
ば
、



削
減
額
の
一
定
割
合
を
報
酬
と
し
て
受
け
取
る
(
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
)
、
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
の
販
売
や
C
0
2
排
出
権
取
引

等
、
上
記
二
つ
で
は
削
減
不
可
能
な
C
0
2
利
用
分
を
、
削
減
価
値
を
購
入
す
る
こ
と
で
、

C
O
2
を
削
減
す
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
事
業
の
三
本
立
て
で
あ
る
。

2 

英
国
グ
ラ
ス
ゴ
l
市
の
ワ
イ
ズ
グ
ル
ー
プ

一
九
八
四
年
十
二
月
英
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ

l
市
に
設
立
さ
れ
た
代
表
的
な
社
会
的
企
業
で
あ
る
。
設
立
後
二
五
年
を

経
た
の
を
機
に
外
部
監
査
を
受
け
、
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
価
値
観
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ワ
イ
ズ
グ
ル
ー
プ
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
価
値
観

(
1
)
 

コミュニティを先導する社会起業家たち

イ
、
ビ
ジ
ョ
ン
H

よ
り
公
正
な
社
会
を
つ
く
り
、
人
々
の
可
能
性
を
実
現
し
、
持
続
可
能
な
経
済
成
長
に
貢
献
す
る
。

口
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
H
我
々
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
個
人
お
よ
び
そ
の
住
ん
で
い
る
地
域
お
よ
び
属
す
る
社
会
に
前
向
き
な
変
化
を

起
こ
す
た
め
に
働
く
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
社
会
的
企
業
で
あ
る
。
我
々
は
そ
の
た
め
に
人
々
の
雇
用
機
会
を

増
や
し
、
地
域
を
再
生
し
、
公
正
で
活
気
の
あ
る

(
m
B
8
2
)
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
支
援
す
る
。

我
々
は
人
々
の
も
て
る
可
能
性
を
全
て
発
揮
さ
せ
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

ハ
、
価

値

観

H
12 

我
々
は
信
頼
と
尊
敬
を
あ
ら
わ
す
。

3 

我
々
は
責
任
を
引
き
受
け
、
約
束
す
る
。

4 

我
々
は
と
も
に
働
く
こ
と
を
確
信
す
る
。

5 

我
々
は
創
造
的
で
革
新
的
な
文
化
を
奨
励
す
る
。

(
2
)
主
た
る
業
務
で
あ
る
雇
用
斡
旋
事
業
の
成
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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英国ワイズグループの雇用成果

顧客タイプ 雇 用 者 数 人 % 

給付金受領無資格者 317 24 

50才以上の者 143 11 

子どものない老人世帯 124 

黒人および少数民族者 83 

若年(18'""24才)者 500 37 

その他求職者 169 13 
メ口〉、 言十 1，336 100 

表3

当
社
は
、
仕
事
を
見
つ
け
、
保
ち
続
け
る
こ
と
は
、
生
活
を
変
化
さ
せ
る
有
力
な

手
段
と
信
じ
て
い
る
。
二

O
O
七
年
は
、
約
三
七

O
O
人
の
雇
用
斡
旋
と
、
七
八

O

人
の
職
業
訓
練
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
グ
ラ
ス
ゴ

i
地
区
に
お
け
る
顧
客
タ
イ
プ
別

86 

(出典)Wise Group， Social Accounts Summary 2009 

雇
用
成
果
は
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
職
を
見
つ
け
る
こ
と
は
顧
客
に
と
っ
て
最
初
の
一
歩
に
す
ぎ
な
い
。
顧

客
の
地
位
保
全
、
最
低
賃
金
の
確
保
、

ス
キ
ル
と
資
格
取
得
の
支
援
も
し
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
顧
客
の
満
足
度
も
高
く
、
信
頼
感
と
自
尊
心
を
増
す
こ

と
も
で
き
た
と
答
え
た
顧
客
も
多
い
。

(3)
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

二
O
O
六
年
、
当
社
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
刑
務
所
は
、
刑
期
終
了
の
近
い
者
を
対

象
と
し
て
、
家
族
関
係
を
回
復
さ
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
復
帰
訓
練
を
し
、
就
業

支
援
を
す
る
こ
と
に
よ
り
再
犯
を
減
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
受
刑
者
社
会
復

帰
支
援
(
問
。
己

g
。
己
え
同

MEgロ
)
を
開
発
し
た
。

ま
た
就
業
し
た
受
刑
者
が
積
み
立
て
る
貯
蓄
、
支
払
う
税
金
お
よ
び
社
会
保
険
料

な
ど
経
済
的
便
益
と
訴
訟
お
よ
び
収
監
に
か
か
る
費
用
を
計
算
す
る
こ
と
に
よ
り
、

受
刑
者
を
就
業
さ
せ
る
政
策
の
評
価
も
行
っ
て
い
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
長
野
県
飯
田
市
で
は
、
太
陽
光
発
電
事
業
等
を
目
的
に
環
境
N



コミュニティを先導する社会起業家たち

組合)

県名 組合数 県名 組合数 県名 組合数 県名 組合数 県名 組合数

北海道 69 埼玉 43 岐阜 11 鳥取 佐賀 4 

青森 7 千葉 44 静岡 24 島根 長崎 12 

岩手 東京 638 愛知 50 岡山 16 熊本 13 

宮城 21 神奈川 96 三重 8 広島 22 大分 4 

秋田 10 新潟 10 滋賀 10 山口 10 宮崎

山形 14 富山 18 京都 38 徳島 8鹿児島

福島 16 石川 14 大阪 142 香川 9 沖縄 16 

茨城 19 福井 10 兵庫 49 愛媛 14 全県平均 35 

栃木 14 山梨 9 奈良 11 高知

群馬 19 長野 26 和歌山 5 福岡 51 

単位(2006年12月現在有限責任事業組合(LLP)の地域分布表 4

2007年5月

P
O
を
設
立
、
起
業
を
目
指
し
た
が
、
資
金
調
達
で
行
き
詰
ま
っ
た
。

そ
の
た
め

N
P
O
を
ベ

l
ス
に
事
業
と
資
金
調
達
の
二
つ
の
株
式
会
社

に
よ
る
起
業
に
切
り
替
え
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
英
国
グ
ラ
ス
ゴ

i
市

の
例
で
は
、
設
立
二
五
周
年
を
迎
え
た
社
会
的
企
業
が
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、

経済産業政策局産業組織課

価
値
観
の
全
面
的
見
直
し
を
行
い
、
受
刑
者
の
就
業
支
援
な
ど
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
起
業
型
組
織
へ
と
展
開
し
て
い
る
。

四

埼
玉
県
で
社
会
起
業
家
を
育
成
す
る

(出典)有限責任事業組合(LLP)の設立状況

有
限
責
任
事
業
組
合

(
L
L
P
)
の
新
設

二
O
O
五
年
六
月
急
速
に
進
む
中
小
企
業
の
減
少
に
対
し
、

日
本
で

も
よ
う
や
く
起
業
と
再
編
を
内
容
と
す
る
新
し
い
会
社
法
が
成
立
し
た
。

新
設
さ
れ
た
「
合
同
会
社
」
は
、
対
外
的
に
は
社
員
全
員
が
出
資
額
の

範
囲
内
の
み
で
責
任
を
負
う
有
限
責
任
制
で
あ
り
、
内
部
的
に
は
、
業

務
運
営
や
利
益
配
分
な
ど
の
ル

l
ル
を
パ
ー
ト
ナ
ー
間
で
自
由
に
設
定

で
き
る
定
款
自
治
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
「
合
同
会
社
」

で
は
構

成
員
課
税
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
そ
れ
を
認
め
る

「
有
限
責
任
事
業

組
合
」
が
別
途
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
的
資
産
を
信
用
基
盤
と

87 



す
る
定
款
自
治
の
会
社
形
態
は
、
諸
外
国
で
は
広
く
存
在
し
て
い
た
の
に
対
し
、

日
本
で
は
な
か
っ
た
の
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
も
の

88 

「
岩
手
県
」

で
あ
る
。
そ
の
地
域
分
布
を
見
る
と
、
表
4
の
と
お
り
、
「
東
京
都
」
が
最
多
の
六
三
八
件
と
全
体
の
三
八
%
を
占
め
、

一
方
最
少
は

の
三
件
と
バ
ラ
ツ
キ
が
き
わ
め
て
大
き
い
。
人
玉
県
平
均
三
五
件
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
東
京
都
、
大
阪
府
、
神
奈
川
県
、

北
海
道
、
福
岡
県
、
愛
知
県
、
兵
庫
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
京
都
府
の
一

O
都
道
府
県
で
あ
る
。

2 

社
会
起
業
家
に
な
る
た
め
の
自
己
診
断
テ
ス
ト

世
界
で
最
も
多
く
の
社
会
起
業
家
を
輩
出
し
て
い
る
米
国
で
は
、
中
小
企
業
の
経
営
者
の
間
で
近
年
、
社
会
貢
献
意
識
が
高
ま

り
、
次
の
よ
う
な
「
ソ
l
シ
ャ
ル
の
世
界
に
飛
び
込
む
準
備
は
で
き
て
い
る
か
?
」
と
の
自
己
診
断
テ
ス
ト
ま
で
用
意
さ
れ
て
い

る。社
会
起
業
家
に
な
る
た
め
の
自
己
診
断
テ
ス
ト

Q 

従
業
員
や
他
の
利
害
関
係
者
と
自
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
使
命
、
価
値
観
に
つ
い
て
議
論
す
る
意
志
が
あ
る
か
?

Q 
2 

ビ
ジ
ョ
ン
、
使
命
、
価
値
観
を
支
え
る
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
関
し
て
、
十
分
な
自
信
を
持
っ
て
い
る
か
?

Q 
3 

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
連
す
る
各
種
法
令
、
登
記
要
件
、
税
法
な
ど
を
全
て
遵
守
し
て
い
る
か
?

Q 
4 

会
社
の
運
営
が
環
境
に
も
た
ら
す
影
響
を
減
ら
す
た
め
に
、
行
動
を
起
こ
す
準
備
が
で
き
て
い
る
か
?

必
要
が
あ
れ
ば
、
従
業
員
の
賃
金
を
生
活
賃
金
ま
で
引
き
上
げ
る
用
意
が
あ
る
か
?

Q 
5 

Q 
6 

従
業
員
と
医
療
保
険
負
担
を
分
担
で
き
て
い
る
か
?
保
険
契
約
内
容
を
刷
新
す
る
用
意
が
あ
る
か
?

従
業
員
の
性
的
、
民
族
的
、
人
種
的
多
様
性
に
対
し
て
寛
容
か
?
彼
ら
が
職
場
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ

Q 
7 



コミュニティを先導する社会起業家たち

3 前
述
の
と
お
り
、
表
4
有
限
責
任
事
業
組
合
数
の
地
域
分
布
状
況
な
ど
か
ら
見
て
、
埼
玉
県
は
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
起
業
家
精
神

て
い
る
と
実
感
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
行
動
を
と
る
と
約
束
で
き
る
か
?

Q 
8 

仕
入
先
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
、
勤
務
体
系
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
貢
献
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
準
備
が
で
き

大
き
い
。

の
潜
在
的
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
た
と
え
ば
幼
保
一
元
化
な
ど
に
よ
り
保
育
所
の
設
置
が
進
め
ば
、
若
い
女
性
労
働
力
の
活
用
余
地
も

Q 
9 

自
社
の
価
値
観
に
従
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
仕
入
先
を
替
え
る
用
意
が
あ
る
か
?

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
寄
付
金
提
供
、
フ
イ
ラ
ン
ソ
ロ
ビ
ー
な
ど
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
改
善
に
コ
ミ
ッ
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
利
益
会
社
、
社
会
起
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
起
業
支
援
の
モ
デ
ル
化
、
社
会
起
業
家
に
な
る
た
め
の
自
己
診

断
テ
ス
ト
な
ど
社
会
起
業
家
を
育
成
す
る
条
件
も
徐
々
に
整
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
時
、
埼
玉
県
が
生
ん
だ
先
達
、
渋
沢
栄
一

て
い
る
か
?

で
き
る
か
?

Q 
10 

従
業
員
と
利
益
の
一
部
を
分
か
ち
合
う
こ
と
を
心
に
誓
う
か
?

が
幕
末
・
明
治
と
い
う
一
大
変
革
期
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
近
代
を
創
造
し
た
か
、
そ
の
思
想
と
行
動
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い

(
出
典
)

マ
ル
・
ワ

i
ウ
ィ
ッ
ク
『
ソ

i
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
入
門
|
|
「
社
会
起
業
で
稼
ぐ
」

ベ
ン
・
コ

l
エ
ン
、

新
し
い
働
き
方
の
ル

i
ル
』
斎
藤
槙
・
赤
羽
誠
訳
、

日
経
B
P
社、

七
七
|
七
八
頁

埼
玉
県
の
社
会
起
業
家
の
今
後

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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お
わ
り
に

経
済
不
況
の
中
、
子
ど
も
を
預
け
て
働
き
た
い
母
親
が
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
を
保
育
園
に
入
れ
た
い
が
、
施
設
の
受
け

入
れ
能
力
が
な
く
、
待
機
し
て
い
る
児
童
数
が
全
国
で
約
二
万
五
千
人
も
い
る
と
い
う
。
「
保
育
所
不
足
問
題
」
は
、
小
泉
政
権
の
構
造

改
革
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
解
決
策
の
一
つ
が
「
幼
保
一
元
化
」

で
あ
っ
た
。
受
け
入
れ
能
力
が
余
っ
て
い
る
幼
稚
園
を
保
育
園

と
一
体
化
し
、
保
育
所
に
入
れ
な
い
子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。
し
か
し
最
近
、

そ
の
現
場
を
良
く
知
る

人
々
か
ら
、
成
果
は
ほ
と
ん
ど
上
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
意
見
交
換
し
た
が
、
結
局
良
い
解
決

策
は
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
第
二
章
で
紹
介
し
た
米
国
の

N
P
O
「
カ
ブ

l
ム
」
の
年
次
報
告
書
を
読
む
機
会
が
あ
っ

--。
表
れ

一
四
年
前
に
創
業
さ
れ
て
以
来
今
ま
で
に
一
五

O
O箇
所
以
上
の
子
ど
も
の
遊
び
場
を
全
米
に
造
っ
て
き
た
社
会
起
業
家
ダ
レ

ル
・
ハ
モ
ン
ド
と
の
出
会
い
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
に
「
本
当
に
」
必
要
な
も
の
は
、
保
育
所
な
の
か
?
「
野
外
で
遊
ぶ
こ
と
」

で
は
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
実

際
、
保
育
所
を
求
め
て
も
、
国
や
、
自
治
体
に
頼
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
頭
を
切
り
替
え
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
「
野
外
の
遊
ぶ
場
」
を
造
ろ
う
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
親
た
ち
は
「
安
全
な
空
き
地
」
を
地
域
中
隈
な
く
探

し
始
め
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
?

第
二
章
、
第
三
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
日
本
の
社
会
起
業
家
の
中
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ニ

l
ズ
に
気
づ
い
て
活
動
を
開
始
し
た
も

の
も
多
い
。
社
会
起
業
家
と
し
て
事
業
基
盤
を
確
固
と
し
て
築
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は
自
分
の
身
近
な
地
域
で
仲
間
を
集
め
て
事
業
を

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
営
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
的
企
業
に
つ
い
て
長
い
歴
史
を
持
つ
英
国
で
は
、

コ



ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
べ
き
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
の
便
益
と
事
業
性
の
二
つ
を
絶
え
ず
意
識
し
つ
つ
、
市
場
調
査
、
目
的
設
定
、
シ
ナ
リ
オ
作
成
、

コ
ス
ト
見
積
も
り
、
目
標
設

定
、
経
営
・
資
金
計
画
、
会
計
、
実
現
性
の
チ
ェ
ッ
ク
、
年
次
監
査
を
経
て
よ
う
や
く
事
業
損
益
に
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。
日
本
で
も
、

そ
の
よ
う
な
経
営
感
覚
を
身
に
つ
け
た
社
会
起
業
家
を
多
数
輩
出
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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